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２期，６年の理事長を終えて 

飽 戸  弘 

 

2006年4月に理事長に選出され，その後2009

年に再選され，2期，6年間，あっという間に過

ぎてしまいました。任期を終えるに当たって，

諸先生方のご協力のおかげで実現できたいくつ

かのこと，また私が考えていたことについて，

記しておきたいと思います。 

理事長に就任した第１期の初めにまず感じた

ことは，一部の先生方があまりに長く各種委員

会の委員長や責任の重い役割の委員を務めてお

られた，ということでした。そこで私がみなさ

んにお願いしたことは，委員長などの重責はで

きるだけ多くの先生方に分担していただき，せ

めて 2 期くらいで交代してもらい（3 選禁止），

少しでも多くの先生方に学会への参加意識を高

めていただきたい，ということでした。これは

理事の先生方のご賛同をいただき，2 期 6 年間

ほぼ実現できました。 

第１期でのもう一つの重要な出来事は，2008

年が「学会創立35周年」になるため，何か記念

行事を行ないたいということでした。早速検討

を始め，その結果，１）「日本行動計量学会 35

周年記念誌」の刊行，２）「シリーズ，行動計量

の科学，全10巻」の発刊，そして３）学会大会

時に「記念シンポジウム」を開催すること，の

3 つの事業が承認され準備がスタートしました。 

「記念誌」では，ほぼ80名にのぼる会員，元

会員のみなさんが，学会への想い出，期待，な

どについて寄稿して下さいました。広報委員会

の方々のご協力もあり，学会の詳細な記録も集

大成され，記念誌に収録されました。その大部

分が現在ホームページに公開されています。成

蹊大学での大会時には，35周年記念シンポジウ

ム，「行動計量学的アプローチとは何か」，「社会

調査の現状と課題」という二つのシンポジウム

が行われ，一般参加も得て盛況でした。前者は

我が学会の根本課題であり，後者は，私どもの

学会が，社会学会，教育社会学会と力を合わせ

て2008年にスタートさせた「社会調査協会」と

の連携で企画されたものです。「シリーズ 行動

計量の科学」も，2010年～2011年の間に，無事

に7巻が刊行されました。特に，1巻，「行動計

量学への招待」は，学会創立時以来活躍された

先生方の論文が掲載され，学会の歴史が伺える

ものとなっています。 

最後に2011年は，東日本大震災を受け，学会

としても様々な改革を迫られた年でした。当学

会も，こうした災害に直面し，直ちに貢献でき

る研究成果の乏しいことを再確認し，被災地会

員の会費免除制度や，大会当日も，特別企画公

開シンポジウム，「災害報道と行動計量学」が企

画され，一般の方々も参加して，災害研究，災

害報道の問題が真剣に議論されました。理事長

任期についても，各種委員会委員長同様，了解

事項として「3 選禁止」で選出されてきました

が，かつて任期が2年の頃のルールであること

から，理事長任期は1期で交代するという案に

改定されました。人材が豊かな当学会では，こ

れも人事の活性化に繋がると考えています。ま
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た，当学会では，学会賞として，功績賞，優秀

賞，奨励賞の3賞が制定されていましたが，本

年（2011年度）より，出版賞が新設されました。 

行動計量学会では，例年，大会時の初日に「チ

ュートリアルセミナー」が，毎年，3月頃，「春

の合宿セミナー」が，そして不定期で「行動計

量シンポジウム」が，年に2-3回，多いときは

数回，行われてきました。また学会誌として，

和文誌，欧文誌が，それぞれ年2回，会報が年

に4回，刊行されています。こうした活動がし

っかり継続，維持されていることは，ひとえに，

各種委員会委員長，委員の方々の，献身的貢献

に負うものであり，心より感謝いたします。 

最後に，私がなんとか 2 期，6 年間，理事長

の重責を果たすことができましたのは，こうし

た委員の方々や，吉野事務局長，菊地事務局長，

各種委員会委員長のみなさんのご支援のおかげ

と，厚く御礼申し上げます。 

唯一残念なことは，理事長に就任した際に宣

言した，学会創立時のような様々な分野の研究

者の共同研究，共同発表を一層活性化したい，

という夢はあまり進捗せず，申し訳なく思って

います。しかし上記35周年記念の各種行事や，

社会調査協会の発足などは，この為の助走とな

っていると確信し今後の進展に期待しています。 

（あくと ひろし， 日本行動計量学会理事長） 

 

 

役員選挙の実施結果報告 
 

選挙管理委員会※ 

 

2011 年度は本学会の役員実施年度であり，

2012-2014 年度の役員選挙を実施しました。下

記の通り，役員選挙結果をご報告致します。 

 

※選挙管理委員会  

吉野諒三（委員長），松本渉，尾𥔎幸謙 

 

 

【選挙実施概要】 

選挙人および被選挙人（有権者）： 

2011年4月1日現在正会員またはシニア会

員で，2011年11月21日現在ひき続き正会員

またはシニア会員であるもの（2011 年 4 月 2

日以降に入会した正会員と，4月2日以降に準

会員から正会員への種別変更のあった会員を

除く）822 名。投票は無記名による。理事 5

名，監事2名を記入。 

投票締切： 

2012(平成24)年1月13日(金) 当日必着。 

 

【開票概要】 

日時：2012(平成24)年1月20日(金) 

場所：統計数理研究所 

返送総数 113通 

有効投票 111 通，無効投票（投票用紙を投

票用封筒に未封入のもの）2通 

 

【理事当選者】 

青木  繁伸 飽戸   弘 朝野 煕彦 

足立  浩平 今泉   忠 岩﨑  学 

植野  真臣 岡太  彬訓 狩野  裕 

菊地  賢一 椎名 久美子 繁桝 算男 

鈴木  督久 竹村  和久 鄭  躍軍 

豊田  秀樹 南風原 朝和 林   文 

星野  崇宏 松本   渉 森  裕一 

柳井  晴夫 山岡  和枝 吉野 諒三 

渡辺 美智子 以上25名(50音順) 

 

【監事当選者】 

村上  隆 渡部  洋 以上2名(50音順) 

 

なお本報告は，開票結果を速報する目的で作成
したものです。欠員が生じた場合は，役員選出に
関する細則により，理事の欠員は補充せず，監事
については次点者の繰り上げ当選となります。ま
た新理事会の発足に伴い5名以内の推薦理事が追
加されるのが慣例となっております。 

新理事会の正式なメンバーは次号以降の会報
で報告される予定です。 
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運営委員会より 

 

2011年度日本行動計量学会春の合宿セミナー 

 

日時 2012年3月17日(土)12:30 - 18日(日)17:00 

場所 大阪商業大学 

共催 大阪商業大学JGSS研究センター 

オーガナイザー 

    岡太彬訓（多摩大学）・山口和範（立教大学） 

ホームページ 

http://www2.rikkyo.ac.jp/web/bsj2011s/ 

 

参加申し込み 

本セミナーに参加を希望される方は，タイトル

を「2011年度春の合宿セミナー参加」としてホー

ムページで指定した書式で，申し込みアドレスに

メールをしてください。 

申し込みアドレス : kyamagu＠rikkyo.ac.jp

（＠は半角文字にしてください） 

 

宿泊について 

事務局では斡旋しませんので，各自で予約して

下さるようお願いいたします。会場に最も近いホ

テルはU-コミュニティーホテルです。ホテルから

会場まで徒歩5分位です。 

近鉄河内小阪駅からU-コミュニティーホテル

までは徒歩10分位です。U-コミュニティーホテル

のWeb siteは http://www.u-community.co.jp/ 

です。 

 

＜プログラム＞  

初日 

受付開始 12:30 

開催挨拶 13:00 

 

S-1  13:10-14:40 

S-1-1 

岩井紀子（大阪商業大学）・宍戸邦章（大阪商業大

学） 

 East Asian Social Surveyからみた国際比較調

査の困難と課題 

 

 

S-2 15:00-17:30 

S-2-1  

佐藤忠彦（筑波大学） 

 マーケティングにおけるベイジアンモデリング

の実際 

S-2-2(定員50名:パソコン持参) 

横山暁（帝京大学） 

 R入門(その1): 関係資料 

S-2-3(定員50名:パソコン持参) 

中山厚穂（首都大学東京） 

 Excelよる多変量解析(その1) 

 

2日目 

S-3  10:00-17:00(昼食休憩12:00-13:00) 

S-3-1 

吉野諒三（統計数理研究所）・林文（東洋英和女学

院大学） 

 社会調査研究の宝庫-- 国際比較 

S-3-2(定員50名:パソコン持参) 

横山暁（帝京大学） 

 R入門(その2)：関係資料  

S-3-3(定員50名:パソコン持参) 

中山厚穂（首都大学東京） 

 Excelよる多変量解析(その2) 

 

第96回行動計量シンポジウム 

 

・テ ー マ：項目反応理論の基礎と応用 

・主  旨：教育データの解析法として，近年我

が国でも注目し，活用されている項目反応理論

(Item Response Theory: IRT)を取り上げ，その理

論的基礎についての解説，代表的なソフトウェア

の使い方，実際の応用場面における話題，などを

取り上げる。 

 

・開催場所：岡山理科大学第25号館22544講義室 

・日程:2012年3月17日(土)13:00～18:20(予定) 

・Ｕ Ｒ Ｌ： 

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/96/ 

      詳細はこちらでご確認ください。 
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・プログラム： 

13:00-13:05 会場校挨拶 

       開催にあたって 

13:05-15:30 大澤公一（山口大学アドミッション

センター） 

       項目反応理論の基礎 

       IRTPROによる項目反応理論 

15:40-16:40 加藤健太郎（教育テスト研究センタ

ー／ベネッセコーポレーション） 

Rを用いた項目反応理論の実行 

語彙検定の評価における項目反応

理論の活用 

16:50-17:50 川端一光（国際交流基金） 

       実務に生かす項目反応理論 

17:50-18:15 総合討論 

18:15-18:20 まとめと閉会の挨拶 

・参 加 費：無料 

・参加申込：事前登録はなくても参加は可能です

が，資料や会場準備の都合上，人数を把握した

く思います。また，懇親会も予定をしています

ので，参加を決められましたら，      

tyamada@cc.okayama-u.ac.jpまで連絡をお願

いします。 

 

国際ベイズ分析学会世界大会 

 (ISBA World Meeting) のご案内 

 

   組織委員長： 和合 肇  (京都産業大学) 

   事務局長：  大森 裕浩 (東京大学) 

   広報担当：  谷崎 久志 (大阪大学) 

 

International Society for Bayesian Analysis

（ISBA，国際ベイズ分析学会）とは，科学・産業・

行政など各方面での理論的課題および実務的課題

に有用であるベイズ統計学の理論的研究とその応

用を推進するために設立された国際学会です。

1993年に第1回世界大会がアメリカで開催されて

以来，定期的に ISBA 世界大会（ISBA World 

Meeting）が世界各国で開催されてきました。来年

2012年6 月にアジアで初めて国際ベイズ分析学

会世界大会が京都で開催されることになっていま

す。2012年 世界大会 

 Website 

(http://www2.e.u-tokyo.ac.jp/~isba2012)  

で情報を随時更新していますが，概要は下記のと

おりです。 

 現在，ポスター・セッションの募集中です。奮

ってご応募下さい。 

 

［大会名称］ 

 国際ベイズ分析学会世界大会 2012  

 (ISBA World Meeting 2012) 

 ・2012年 世界大会 Website： 

   http://www2.e.u-tokyo.ac.jp/~isba2012 

 ・ISBA 学会 Website： 

   http://www.bayesian.org 

［日時］ 2012年6月25日(月)～29日(土) 

［場所］ 

 京都テルサ： http://www.kyoto-terrsa.or.jp 

［日程］ 

 ・ポスター・セッション募集終了： 

           2012年2月28日 

 ・早期参加登録終了：2012年3月 8日 

 ・通常参加登録終了：2012年5月24日 

 ・オンサイト参加（当日参加）： 

            2012年6月25日～29日 

［協賛］ 応用統計学会，日本計量生物学会，日

本行動計量学会，日本テスト学会，日本統計

学会 

［後援］ 日本学術会議，内閣府経済社会総合研

究所，日本銀行金融研究所 

［参加費 (ISBA会員・協賛学会会員の場合)］ 

 ・早期参加登録：38,000円（学生：28,000円） 

 ・通常参加登録：43,000円（学生：33,000円） 

 ・オンサイト参加：未定 

 ・法人参加登録： 

3名まで120,000円，5名まで200,000円 

(*) ただし，チュートリアル・セッション参加費

とバンケット代は別料金です。 
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2011年度日本行動計量学会総会議事録 

 

日時：2011年9月13日13時～14時 

場所：岡山理科大学25号館8階理大ホール 

 

１．開会の辞 

菊地事務局長より，開会の挨拶があった。 

 

２．大会開催校代表挨拶 

岡山理科大学の豊田副学長より，ご挨拶をい

ただいた。  

 

３．議長選出 

岡山理科大学の山本英二会員が，選出された。 

 

４．報告及び議事 

（１）平成22年度事業報告及び決算報告 

菊地事務局長より，資料1，2にもとづき，平

成22年度事業報告及び決算報告が行われた。続

いて，柳原監事より，事業報告及び決算報告に

ついて6月14日に監査を行い，事実に相違ない

ことが報告された後，承認された。 

（２）平成23年度事業計画及び予算案 

菊地事務局長より，資料3，4にもとづき，平

成23年度事業計画及び予算案の説明があり，承

認された。 

（３）会則改正 

菊地事務局長より，会則第12条の理事長の再

選についての会則改正の提案があり，承認され

た。 

（現会則）ただし理事長は 3 期連続してその職

につくことはできない。 

（改正案）ただし理事長は 2 期連続してその職

につくことはできない。 

 

（４）名誉会員推薦 

山岡名誉会員担当理事より，名誉会員として，

直井優氏，鈴木達三氏が推薦され，承認された。 

 

５．学会賞授与 

今泉理事より，出版賞創設の経緯説明があっ

た後，村上隆学会賞選考委員長より，選考方法

の変更と選考の経緯，及び学会賞受賞者とその

受賞理由の報告があった。功績賞を吉野諒三会

員，優秀賞をHeungsun Hwang会員，奨励賞を宇

佐美慧会員，宮崎慧会員，出版賞を星野崇宏会

員，柳井晴夫会員・高根芳雄会員・竹内啓氏に

授与する発表があり，賞状と副賞が授与された。 

 

６．次期大会開催校代表挨拶 

猪口孝大会実行委員長より，第 40 回大会は，

新潟県立大学で開催される予定であるとの報告

があった。 

 

７．大会実行委員会 

森大会実行委員長より，挨拶があった。 

 

８．閉会の辞 

菊地事務局長より，閉会の挨拶があった。 
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日本行動計量学会2011年度第2回理事会議事録 

 

日時：2011年7月4日（月）18：30～20：15 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 飽戸弘理事長 

出席者 飽戸弘，今泉忠，植野真臣，大津起夫，

大森拓哉（書記），菊地賢一，千野直仁，豊田

秀樹，林文，前田忠彦，松本渉，森裕一，柳井

晴夫，山岡和枝，吉野諒三，柳原良造，椎名久

美子 

 

 

資料 

1. 学会賞について（申し合わせ） 

2. 総会次第 

3. 平成22年度事業報告 

4. 平成22年度決算 

5. 平成23年度事業計画（案） 

6. 平成23年度予算（案） 

7. 会則改正案 

8. 長期滞納者数について 

9. 学会賞作業状況報告 

10. 欧文誌編集委員会からの報告 

11. 2011年度第1回理事会議事録（案） 

12. 日本行動計量学会第39回大会について 

13. 第39回大会プログラム 

 

 

議事 

1. 2011年度第1回理事会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料 11 にもとづき，2011

年度第1回理事会議事録案が示され，承認された。 

 

2. 第39回大会 

森大会実行委員長より，資料12，13にもとづき，

大会日程，プログラム等についての報告がされた。 

 

3. 第40回大会 

千野大会担当委員長より，現在次期開催校を選

考中であることが報告された。 

 

4. 学会賞 

今泉担当理事より，資料9にもとづき，現在選

考中であることの報告，および候補者承認のプロ

セスについての提案があり，承認された。 

 

5. 学会賞について（申し合わせ） 

林理事より，資料1にもとづき，学会賞につい

ての申し合わせの案が提示され，討議ののち，修

正案を作成することとなった。 

 

6. 名誉会員 

山岡担当理事より，直井優氏と鈴木達三氏の 2

名を名誉会員として推薦したい旨提案があり，承

認された。本人了解ののち，総会にて諮ることと

なった。 

 

7. 総会関係 

菊地事務局長より，資料2，3，4，5，6，7にも

とづき，総会議事についての提案があり，承認さ

れた。また，柳原監事より，平成21年度決算につ

いての監査報告があり，問題なく終了したことが

報告された。 

 

8. 各委員会報告 

・編集委員会 

植野欧文誌編集副委員長より，資料10にもと

づき，欧文誌の現在の投稿状況，出版予定等が

報告された。 

・運営委員会 

植野委員長より，合宿セミナー中止の返金処

理について報告があった。 
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・広報委員会 

森委員長より，広報活動は滞りなく行われて

いる旨報告があった。また，サーバー移行の予

定もあることが報告された。 

・刊行物委員会 

柳井委員長より，シリーズ「行動計量の科学」

について，9月の大会前に3 点出版される予定

であることが報告された。 

・事務局 

菊地事務局長より，入会者の紹介があり，承

認された。また，退会者の報告があった。 

 

9．その他 

・社会調査協会 

飽戸理事長より，社会調査の啓蒙学習のウェ

ブサイトができたことが報告された。 

・横幹連について 

今泉担当理事より，横幹連のウェブサイトに

学会紹介の欄ができ，20文字で掲載することと

なった。 

・次回理事会は平成23年9月12日（月曜）18時

30分より岡山理科大学22551教室にて開催予定。 

 

 

日本行動計量学会2011年度第3回理事会議事録 

 

日時：2011年9月12日（月）18：30～19：30 

場所：岡山理科大学 22551教室（25号館） 

議事進行 菊地賢一事務局長 

出席者 足立浩平，今泉忠，植野真臣，江島伸興，

大津起夫，大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢

一，繁桝算男，竹村和久，千野直仁，鄭躍軍，

豊田秀樹，林文，前田忠彦，松本渉，村上征勝，

森裕一，森本栄一，山岡和枝，吉野諒三，柳原

良造，椎名久美子 

 

 

資料 

1. 総会次第 

2. 平成22年度事業報告 

3. 平成22年度決算 

4. 平成23年度事業計画（案） 

5. 平成23年度予算（案） 

6. 会則改正案 

7. 名誉会員推薦 

8. 和文誌編集委員会報告 

9. 退会処分について 

 

 

議事 

1. 第39回大会 

森大会実行委員長より，現段階での大会参加

者数などについて報告があった。 

 

2. 第40回大会 

千野大会担当委員長より，次回大会は新潟県

立大学にて開催されることが報告された。日程

については調整のうえ，後日周知することとな

った。大会実行委員長は猪口孝会員，および実

行委員会は新潟県立大から 5 名，新潟大から 3

名の委員で構成されることも報告された。 

 

3. 総会関係 

菊地事務局長より，資料 1～7 にもとづき，

総会議事進行について報告があった。 

 

4. 入退会 

菊地事務局長より，入会者の報告があり，承

認された。また，退会者の報告もあわせて行わ

れた。 

資料9にもとづき，長期滞納による退会処分

についての手続き内容は以下のとおりとするこ

とが確認された。 

１．本年度の年会費を含む，会費滞納分全額

を納入された方は会員継続とする。 

２．滞納額の一括清算が難しい場合は，2011

年10月31日までに最低過去2年分の会
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費を納入することにより，会員継続を当

面認める。ただし，滞納残額分は引き続

き督促を行う。 

３．特別な事情を除き，上記いずれにも該当

しない会員は2011 年 10 月 31 日をもっ

て退会処分とする。 

退会処分の後，会報に「長期滞納のため，～

名の方を，10/31 付けで退会扱いとしました」

との記事を掲載することとした。 

なお，長期滞納による退会処分について，以

下のことを確認した。 

１．滞納分を全て納めるまでは，再入会は認

めない。 

２．退会処分後も，滞納分については学会に

債権があり（退会者には債務があり），督

促を行うことができる。 

 

5. 各委員会報告 

・編集委員会 

竹村和文誌編集委員長より，資料8にもとづ

き，和文誌の現在の投稿状況・審査状況等が報

告された。 

 

6．その他 

・統計関連学会連合について 

山岡理事・菊地理事より，9月30日までに統

計教育推進委員・大会運営委員・大会プログラ

ム委員を選出することが報告された。 

 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

 

☆ＮＨＫ放送文化研究所 2012年 研究発表とシ

ンポジウム Part１『東日本大震災とメディア』 

開催日：2012年3月7日（水） 

開催場所：イイノホール 

（千代田区内幸町2-1-1 飯野ビル） 

http://www.nhk.or.jp/bunken/ 

 

☆第23回日本発達心理学会 

開催日：2012年3月9日（金）～11日（日） 

開催場所：名古屋国際会議場 

http://www.wdc-jp.biz/jsdp/conf2012/index.html 

 

☆社会言語科学会第29回研究大会 

開催日：2012年3月10日（土）・11日（日） 

開催場所：桜美林大学（町田キャンパス） 

http://www.wdc-jp.com/jass/29/ 

 

☆第53回数理社会学会大会 

開催日：2012 年3 月14 日（水）・15 日（木） 

開催場所：鹿児島大学 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/ 

 

☆AAPOR 66th Annual Conference 

（アメリカ世論調査学会第67回年次大会） 

開催日：2012年5月17日（木）～20日（日） 

開催場所：JW Marriott Orlando Grande Lakes 

Orlando, Florida 

http://www.aapor.org/ 
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☆ 65th Annual Conference of the World 

Association for Public Opinion Research 

(WAPOR)（世界世論調査協会第65回年次大会） 

開催日：2012年6月14日（木）～16日（土） 

開催場所：Hong Kong 

http://wapor.unl.edu/65th-annual-conference/ 

 

☆国際ベイズ分析学会世界大会 

 (ISBA World Meeting) 

開催日：2012年6月25日(月)～29日(土) 

開催場所：京都テルサ 

http://www2.e.u-tokyo.ac.jp/~isba2012 

 

☆第26 回国際計量生物学会議IBC2012 

開催日：2012年8月26日(日)～31日(金) 

開催場所：兵庫県神戸コンベンションセンター 

http://secretariat.ne.jp/ibc2012/index.html 

 

☆2012年度統計関連学会連合大会 

開催日：2012年9月9日（日）～12日（水） 

開催場所：かでる27（チュートリアルと市民講演

会），北海道大学（札幌キャンパス） 

http://www.jfssa.jp/ 

 

☆ The 6th International Conference on Soft 

Computing and Intelligent Systems, and the 

13th International Symposium on Advanced 

Intelligent Systems (SCIS-ISIS2012) 

主催：日本知能情報ファジィ学会 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2012年11月20日（火）～24日（土） 

http://scis2012.j-soft.org/  

 

 

 

 

☆ XVIII ISA World Congress of Sociology 

Facing an Unequal World: Challenges for Global 

Sociology 

開催日：2014年7月13日（日）～19日（土） 

開催場所： Yokohama, Japan 

http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 

 

 

公募・求人情報 

 

☆関西学院大学社会学部社会学科専任教員公募 

 

 関西学院大学社会学部では，2013年4月採用の

専任教員を公募することといたしました。 

詳細につきましては，本学のホームページ 

http://www.kwansei.ac.jp/houjin/houjin_000676.html 

の「採用情報」に掲出いたしております。 

 関心のおありの方は，ぜひご覧いただきまして

ご検討いただけましたら幸いでございます。 

 なにとぞよろしくお願い申し上げます。 

 

会員の著書等 

（発行年月の新しい順） 

 

豊田秀樹編訳『統計学のための線形代数』朝倉書

店，2011年9月． 

稲葉陽二著『ソーシャル・キャピタル入門－孤立

から絆へ』中央公論新社，2011年11月． 

汪金芳・桜井裕仁著『ブートストラップ入門』（R

で学ぶデータサイエンス 4）共立出版，2011

年12月． 

白石高章著『多群連続モデルにおける多重比較法 

―― パラメトリック，ノンパラメトリック

の数理統計』共立出版，2011年12月． 
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NHK放送文化研究所編，吉田理恵・小林利行・

諸藤絵美・渡辺洋子著『日本人の生活時間・

2010―NHK国民生活時間調査』NHK出版，

2011年12月． 

松原望・松本渉著『Excelではじめる社会調査デ

ータ分析』丸善出版 ，2011年12月． 

大久保街亜・岡田謙介著『伝えるための心理統計：

効果量・信頼区間・検定力』勁草書房，2012

年1月． 

豊田秀樹編著『回帰分析入門―Rで学ぶ最新デー

タ解析―』東京図書，2012年1月． 

金井雅之・小林盾・渡邉大輔編『社会調査の応用

－量的調査編：社会調査士E・G科目対応』

弘文堂，2012年2月． 

 

学会誌論文投稿先 

  

学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿してください。お待ちしております。 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 

早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 

E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1--2 

大阪大学人間科学研究科 足立浩平 

E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp 

 

 

 

ご連絡 
 

日本行動計量学会会員数 (2012年2月13日現在) 

正会員：      830名 

準会員：       55名 

名誉会員：      10名 

賛助会員：      23社 

寄贈会員：       9名 

シニア会員：     18名 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています。詳しく

は，下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係(担当：岸) 

bsj-post@bunken.co.jp 

TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 

 

学会ホームページの引越しについて 

       日本行動計量学会 広報委員会 

本会のホームページが 

http://www.bsj.gr.jp 

へ引っ越しをしました。 

これにともない古いホームページの情報更新は，

昨年の12月25日をもって終了し，すべて新しい

ＵＲＬでの情報提供となっております。 

旧ＵＲＬ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/）も

しばらくは接続可能ですが，その運用母体である

国立情報学研究所「学協会情報発信サービス」が

今年の３月をもって終了となりますので，ブック

マークなどに登録しておられる場合は，早めに変

更されるようお願い申し上げます。 

wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/ 

の部分をすべて 

www.bsj.gr.jp/ 

にご変更ください。 
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なお，メールアドレスや会員専用ページのユー

ザ名・パスワードに変更はありません。 

以上，ご連絡申し上げます。 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除に

ついて 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています。

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

ってください。なお，会員であることを確認する

ために会員番号が必要ですので，学会からの送付

物の宛名シールなどを用意してください。 

 よろしくお願いします。 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報，

会員向けメーリングリストの2つのページが会員

専用となっています。これらのページにアクセス

する際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります。 

 

ユーザー名：bsj   

パスワード：1973 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が出版された本や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，学協会大会，公募・求人情報などについて，

会員の皆様から原稿を募集しております。過去の

会報の形式を参考にして原稿をおまとめいただき，

下記の送付先までお送り下さい。 

なお，編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の

前々月の末日まで（次号133号の場合には4月末

日）にお寄せいただければ，直近号に掲載するこ

とが可能です。それ以降に届いたものにつきまし

ては，内容を判断した上で，次号に回させていた

だきますのでよろしくお願い申しあげます。 

 

会報原稿送付先 

〒569-1095 大阪府高槻市霊仙寺町2－1－1 

関西大学総合情報学部 松本 渉 

 matsumoto@res.kutc.kansai-u.ac.jp 

TEL: 072-690-2422 

 

編集後記 

今号は，今期の理事会・広報委員会のもとで発

行する最後の会報です。4月からは，理事会およ

び各委員会の体制が刷新されるかと思います。広

報委員会の体制も，白紙の状態ですが，当分の間，

会報原稿につきましては，同じ窓口で引き続き受

けつけますので，よろしくお願いいたします。 

（まつもと わたる，松本 渉） 

 

題字：林知己夫 

広報委員長：森裕一 

会報作成担当：松本渉・吉村宰・星野崇宏・ 

城川美佳・菅野剛・田中ゆかり・中山厚穂・ 

山岸侯彦・山田剛史 

相談役：前田忠彦 

 

 


